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　２週間のホームステイで最も変化したのは
ものの見方、考え方です。大きく物事を理解
する感覚を身に付けました。それはきっと現
地での体験が今までの僕には考えられないも
のばかりだったからだと思います。
　いろいろな面で、滞在中に出会った全ての
人から「これがアメリカ人か」と新鮮な驚き
を覚えました。帰国後は逆の立場で、常に「日
本人である」という自覚を持って行動してい
ます。
　今後は語学力を高め、もっと世界を知り、
日本を紹介していきたいと思っています！

　初めて訪れた異国の地が所沢でした。触れ
たことのない文化を知りたくて、学生交流事
業に参加しました。
　日本の航空発祥の地で航空の歴史が学べた
ことは得がたい経験でした。海外を旅するこ
との素晴らしさに気付き、帰国後にパイロッ
トを目指して進学。夢を叶え、現在は世界の
空を旅しています。
　空港で日本へ飛び立つジェット機を見ては、
所沢のことを思い出します。もっと大きな飛
行機を操縦できるようになって、将来の派遣
学生を所沢に連れて行ってあげたいです！

平成 27年派遣
乙
おと

藤
ふじ

誠三郎さん

平成 17年受け入れ
ジェフ・ベックさん

Photographs by Terry Stoa　（写真：テリー・ストア）
ディケイター市長

ジュリー・ムーア・ウルフさん

　50年にわたって交流を続けてき
た所沢市の皆様にごあいさつができ、
とてもうれしいです。
　グローバル化が進む現代では、異
文化交流・相互理解が幸せや成長に
欠かせません。これからも交流を続
けていきたいですね。
　美しく、歴史のある所沢市で皆様
とお会いできることを楽しみにして
います。

憩いのバス停
トランスファーハウス

表紙に登場！

　
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
は
シ
カ
ゴ
の
南
約
３
０
０

㎞
に
位
置
し
、
大
平
原
が
広
が
る
人
口
約
７
万

６
千
人
の
都
市
で
す
。

　
き
っ
か
け
は
米
軍
所
沢
基
地
兵へ
い
た
ん站セ
ン
タ
ー

の
司
令
官
が
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
出
身
だ
っ
た
こ
と

で
し
た
。
当
時
の
人
口
規
模
・
主
要
産
業
が
似

て
い
て
、
人
工
の
湖
（
狭
山
湖
・
デ
ィ
ケ
イ

タ
ー
湖
）
が
あ
る
な
ど
の
共
通
点
か
ら
、
姉
妹

都
市
締
結
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
50
年
前
の
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）
５

月
６
日
、
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
で
姉
妹
都
市
締
結

を
調
印
し
ま
し
た
。

　
文
化
や
経
済
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
続
け
、

現
在
は
両
市
の
高
校
生
が
互
い
に
訪
問
し
て
一

般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
「
学
生
交
流
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
受
入
家
庭
を
募

集
し
ま
す
（
11
面
参
照
）。

50 周
年！

　市は、姉妹都市や外国人市民との
積極的な交流・相互理解に向けた国
際交流活動を推進しています。
　今年、最初に姉妹都市締結をした
米国・ディケイター市と 50周年を
迎えます。交流の歴史を振り返ると
ともに、海外とのつながりや、外国
人市民とのつながりをご紹介します。
問文化芸術振興課☎2998‐ 9211

今秋、来日予定！
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日
本
人
は
と
て
も
親
切
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。

日
本
語
教
室
の
つ
な
が
り
で
頼
れ
る
人
も
増
え
、

日
常
生
活
で
困
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
接
客
は
み
ん
な
笑
顔
で
、
駅
に
は
必
ず
ス

ロ
ー
プ
が
付
い
て
い
る
。
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
レ

ベ
ル
は
と
て
も
高
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
か
ら

見
れ
ば
、
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
つ
だ
け
困
る
の
は
、
気
持
ち
を
表
に
出
さ

な
い
こ
と
。
も
っ
と
手
を
つ
な
い
で
、
キ
ス
を

し
て
、「
ア
イ
ラ
ブ
ユ
ー
」
と
言
っ
た
ほ
う
が

い
い
で
す
。
国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
日

本
人
も
オ
ー
プ
ン
に
意
見
を
言
っ
て
い
て
、
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
に
声
を
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
来
年
も
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ

り
が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

外国人市民
磯橋アンジェラさん

　
21
年
前
の
第
１
回
か
ら
、
国
際
交
流
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
50
人
く

ら
い
で
し
た
が
、
今
や
４
０
０
人
を
超
え
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

　
他
の
市
町
村
と
比
べ
て
も
、
所
沢
の
国
際
交

流
は
一
番
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
は
な

か
な
か
な
い
で
し
ょ
う
。
今
回
は
当
日
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
15
人
も
集
ま
っ
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　
日
本
に
い
ら
し
た
外
国
の
方
は
、
ど
う
し
て

も
孤
立
し
が
ち
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
よ
う
な
場
所

に
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
ほ
し
い
。
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
「
つ
な
が
る
心
」
を
持
っ
て
、
私
た
ち
と
一

緒
に
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
災
害
時
に
外
国
の
方
が
逃
げ
ら
れ
な
い
」

と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
、
自
分
の
周
り
に

い
る
人
を
知
り
た
い
、
外
国
の
方
と
触
れ
合
っ

て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
、
当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
記
事
を

見
て
、
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
困
っ
て
い
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
人
の
お
母
さ
ん
を

手
助
け
で
き
、
感
謝
さ
れ
た
の
が
一
番
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
世
界
の
お
茶
を
試
飲
し
た
り
、

一
緒
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
参
加

者
と
し
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
も
来
る
と
言
っ
て
く
れ
た
方
も
い
て
、

今
回
の
交
流
が
つ
な
が
っ
て
い
く
の
が
う
れ
し

い
で
す
。
今
後
も
、
国
際
交
流
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国際友好委員会副委員長
山田弘代さん

当日ボランティア初参加
野澤万

ま

智
ち

さん

国
際
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
者
の
声

　
市
は
、
３
つ
の
姉
妹
都
市
と
の
活
発
な
交
流

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
国
際
化
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
交
流
を
引
き
続
き
大
切

に
し
、
市
内
の
国
際
交
流
も
さ
ら
に
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
に
住
む
外
国
人
の
数
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
訪
日
外
国
人
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
市
内
の
外
国
人
と
の
交
流
や
共

生
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
市
民
と
の
共
生
の
た
め
に
は
、
市
民

一
人
一
人
の
意
識
が
大
切
で
す
。
誰
に
と
っ

て
も
住
み
よ
い
所
沢

に
な
る
よ
う
、
外
国

人
市
民
と
の
交
流
や
、

共
に
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
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増加する外国人市民数と比率

中
国
・
常じ

ょ
う
し
ゅ
う

州
市

韓
国
・
安あ

に
ゃ
ん養

市

国
際
友
好
委
員
会

　
所
沢
市
は
、
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
以
外
に
も
２
つ
の
都
市
と
姉

妹
都
市
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
上
海
の
西
約
１
６
０
㎞
に
位
置
す
る
人
口
約
４
７
０
万
人
の

大
都
市
。
上
海
経
済
圏
に
属
し
、
中
国
で
も
有
数
の
経
済
発
展

都
市
。
平
成
４
年
姉
妹
都
市
締
結
。

　
首
都
ソ
ウ
ル
の
南
約
25
㎞
に
位
置
す
る
人
口
約
60
万
人
の
街
。

都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
歴
史
あ
る
町
。
首
都
近
郊
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
た
経
緯
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
交

流
が
始
ま
り
、
平
成
10
年
姉
妹
都
市
締
結
。

　
所
沢
市
と
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
の
姉
妹
都
市

締
結
を
受
け
、
交
流
を
支
援
す
る
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
、
昭
和
41
年
（
１
９

６
６
年
）
12
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
姉
妹

都
市
と
の
民
間
交
流
の
担
い
手
と
し
て
、
今

年
で
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
毎
年
３
月
に
市
役
所
で
開
催
す
る
国
際
交
流

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
多
く
の
外
国
人
市
民
が
訪

れ
ま
す
。
市
民
が
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
で
暮
ら
す
外
国
人
と
日
本

人
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

　
参
加
者
の
声
を
聞
き
、
地
域
の
国
際
交
流
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
身
近
に
！ 

国
際
交
流

▲ 輪になっての交流会には、着付け体験の着物を着て参
加する方も。もっと話したくて時間が足りない！

　
会
員
を
募
集
中
で
す
。
文
化
芸
術
振
興
課
☎
２
９
９
８
‐

９
２
１
１
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


